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Rotary Serving Humanity

人類に奉仕するロータリー

ガバナーのリーダーシップ：地区と戦略計画

ガバナーは地区のビジョン即ち将来は「どうなりたい」という夢や理想を、先ず持つことが必要だと思います。
ビジョンは抽象的ですので、ビジョンに数字を加えると目標となります。
目標を定めると、「いまどこだ」という現状認識の共有が必要になります。現在の地区の強みや改善が必要な
ことなど、現在の立ち位置を地区リーダーや多くのロータリアンと共有し分かちあいます。
その次に、目標と現状の差を分析し理解したうえで、目標を達成する戦略と戦術を作成し、地区リーダーと共
有、協働していくことです。すなわち、「何をどのようにする」であります。
そして、最後は P（計画）、D（実行）、C（評価、学習反省、改善）のサイクルです。
「どうなりたい」「いまどこだ」「何をどうやる」「どうなった」がガバナーのリーダーシップとしての行動
規範です。このことを地区のリーダーや地区ロータリアンに納得性と説得性をもって語ることだと思います。
国際ロータリーのミッションは、「世界で良いことをする」です。当地区に置き換えれば、愛知県で良いこと
をする、愛知県の人を笑顔にすることです。
そしてビジョンは、当地区の輝きを 10 年後も 20 年後も持続させることです。
では、現状はどうかというと、
　＊輝いていること、
1.　地区の各委員会の活動が活性化している。
2.　ロータリー財団、米山記念奨学金に対しての理解度が高い。
　＊それに比して改善が必要なこと、
1.　会員が高齢化して、減少している。
2.　各クラブでの人道的奉仕活動が見えていない。（必ずしも、増えていない）
3.　ロータリアン以外の人びとにロータリーの奉仕活動が広報されていない。
4.　デジタル化が進んでいない。
と分析されます。
今ロータリーの活性化の評価というのは、地域社会で良いこと、即ち人道的奉仕活動の数と質が増加すること
が基準になっています。言い換えれば、愛知県でロータリーの奉仕活動によって笑顔になる人の数が増加するこ
とが、活性化に繋がっていきます。。
そのためには、ロータリアンの数が増え、人道的奉仕活動をし、自ら汗を流すロータリアンの数が増えること
です。それを可能にするには、今地区内で行われている人道的奉仕活動や地区の人びとの笑顔を多くのロータリ
アンや地域の人に知ってもらうことだと私は思いました。　
それにはオンラインツールの利用を促進することが一番です。オンラインツールを利用してロータリーの公共
イメージを向上させていくことです。そしてそれを推進する伝道師、それが　My　Rotarian　です。
P（計画）　D( 実行 )　C（評価、学習反省、改善）の Cに関して、公共イメージ向上委員会はとても意義ある
活動をしていただきました。My　Rotary への登録率は期首、8%が約 25%に改善されました。そして素晴らし
いことに、地区すべての 84 クラブからMy　Rotarian を選任していただきました。
残念ながら、ガバナーの任期は 1年であり、PDC サイクルの Cの反省から改善をするチャンスがありません。
それは、次のガバナーにお任せするしかありませんが、ロータリーという非営利組織のマネージメントの一つの
欠点ではないかとも思います。
そのために、中期的に戦略を持続可能にする戦略計画が必要で、そのことを進めるのが戦略計画委員会である
と確信しています。
幸いに次年度神野ガバナーは、戦略計画を継続し、戦略計画員会を当地区に設置していただけます。あらたな、
PDCサイクルがスタートできることを心より感謝いたします。

ガバナーメッセージ

ガバナー　服部　良男
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ロータリー親睦活動月間

ロータリー親睦活動月間について
RI理事　斎藤直美

6 月はロータリー親睦活動月間です。年度末のプログラムのためか、影

が薄くロータリアンの中に浸透していない感じがします。「ゴルフ同好

会」「囲碁同好会」「アマチュア無線クラブ」など、馴染みのある名前の

同好会なら身近になってきます。これらのロータリアン個人の趣味別の活

動のためのグループ活動から生まれました。クラブ、地区、国を越え末永

く友情を築き、ロータリーを続ける場となっており、全世界で何十という

グループがあります。近年では、ロータリーの目的を推進する国際奉仕プ

ロジェクトを実施する目的のために作られたロータリアンのボランティア

組織－ロータリアン活動グループ―も加わり、広く大きくグローバルネットワーク・グループと呼ば

れるようになりました。

そもそも活動の歴史は古く、1928 年のエスペラント語に関心を持ったロータリアンが集まったこ

とをきっかけにして始まったようです。1947 年にはヨット部が結成され、1964 年にはゴルフ同好

会が発足し、各国持ち回りで日本では 1987 年に川奈ゴルフ倶楽部で開催されました。初めは同好会

的な趣味の部分のみに関心がありましたが、1989 年ソウル国際大会にて「国際職業連絡グループ」

というコンセプトの提案があり、趣味だけではなく、職業という結びつきを持たせようと、1993 年

理事会にて上記 2グループを新しい名称「ロータリー趣味・職業別親睦活動」と統合させ、2001 年

6 月より保健医療機関に関心を持つ親睦活動を含める意味もあり、「ロータリー親睦活動」とシンプ

ルにして特別月間入りしました。このことよりロータリー親睦活動は、趣味・職業・保健医療関係の

三つの分野に分けられています。そしてロータリーの構成プログラムであり、インターアクト、ロー

ターアクト、青少年交換、ライラ、RCC、WCS、ロータリーボランティアと並んでその親睦活動を通

じての奉仕活動が期待され、また実行されています。ですから国際奉仕の一翼を担っていると言われ

ています。

しかしながら日本では各種同好会が国際社会の活動へ参加していないのが実情の様です。内向きな

国民性と言語の壁がそうさせているのかもしれません。世界が狭くなった昨今、同じ職業、同じ趣味

の仲間が集まりやすくなりました。言語の壁はアイ・コンタクトとスマイルで充分補ってくれます。

グループで手を取り合って世界へ飛び出していきましょう。
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ガバナーエレクト活動報告

「2017-2018 年度のための　地区研修・協議会」が平成
29 年 4月 22 日（土）ウェスティンナゴヤキャッスルにおい
て、参加クラブ 84　登録 1711 名で盛大に開催されました。
本会議は、午後 1時より神野重行ガバナーエレクトの点
鐘で始まり、服部良男ガバナー挨拶、近藤雄亮次期地区研修
リーダー挨拶、そして神野重行ガバナーエレクトの所信表明、
第 2ゾーン公共イメージコーディネーター　第 2760 地区パ
ストガバナー　髙野孫左ヱ門氏より「ロータリーの公共イ
メージ向上」の特別講演が有りました。

神野重行ガバナーエレクトは次期RI会長イアンH.S.ライズリー氏が提唱する国際ロータリーのテー
マ「ロータリー : 変化をもたらす」と地区方針「今日からのロータリーを楽しもう !」について熱く
述べられました。
その行動指針として実践項目として 5つ挙げられました。
1.	 クラブ中期計画策定のためのクラブ戦略委員会の設置
2.	 クラブと地区の行事への積極的参加
3.	 周りへの積極的働きかけ
4.	 ロータリーファミリーとの連携強化
5.	 会員増強

その後、第 1から第 9分科会に分かれ、次年度の向けて活発な討議、意見交換がなされました。
分科会終了後、本会議後半の部にて近藤雄亮次期地区研修リーダーより地区研修・協議会のまとめ、
そして服部良男ガバナーより講評を頂き、神野重行ガバナーエレクトの点鐘により地区研修・協議会
は滞りなく終了致しました。
各クラブのリーダーにおかれましては今回のプログラム受講で次年度の目標を具体的に設定され、
クラブのリーダーとしてのご活躍を祈念致します。
最後に今回の地区研修・協議会の準備に携わった方々にお礼を申し上げ報告と致します。

地区研修・協議会報告
地区研修・協議会実行委員長　一宮北RC　加藤　勉
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委員会活動報告

「第 2回　地区内クラブ青少年奉仕委員長会議」が 5月 14 日（日）、キャッスルプラザにて開催
されました。青少年奉仕月間の 5月開催と言うことで、本年度と次年度のクラブ青少年奉仕委員長、
地区委員合わせて 120 名の出席をいただき、今年度報告と共に次年度へ向けての準備の会議として
位置付けました。
服部ガバナーからの「ロータリーが 10 年、20 年後も輝き続けるためにロータリーファミリーとの
連携、また各クラブは地域での青少年のために何ができるかを考えて欲しい」とのエールをいただき
ました。
続いて前半の部として、地区青少年奉仕関連 4委員会の活動報告がありました。活動している皆
さんの生の声を聞いていただきたいということで、インターアクトは桜花学園インターアクトクラブ
卒業者、高校生全国手話スピーチコンテストで優勝経験のある佐藤梨江さん（ビデオ）。ローターア
クトは、河上君（岡崎 RAC）笠原さん（熱田 RAC）禰津君（豊橋 RAC）による RA活動。RYLA は荒
木君「日本 RYLA に参加」渡辺君「地区 RYLA に参加」、青少年交換はアメリカからの留学生のエン
ジェルさんからと、それぞれ活動報告がありました。
後半の部では、初めての試みとしてクラブ独自の青少年奉仕活動を実施している 5クラブから発
表をいただきました。名古屋栄 RCは、「児童養護施設支援事業」「YMCAチャリティーラン」への
子供たちと共に参加、豊橋東RCは東三河の高校15校から120人の生徒が参加した「東北スタディー
ツアー」、新城 RCからは中学生を中心に 1200 人を集めての「池上彰氏 “地域に学び世界を知る ”」
講演会、西尾 KIRARARC からは「鶴城丘高校音楽部への指導者派遣事業」「KIRARA コンサート」の
開催、名古屋名東 RCからは小中 27校 1060 名が参加する「名東区小中学校連合音楽会」開催の支援
について、発表がありました。各クラブの意気込みが伝わり、今後のクラブ奉仕活動の参考になり大
きな刺激を受けた発表となりました。
最後に神野ガバナーエレクトから「より多くのロータリアンが参加し楽しんでいただく奉仕活動を
お願いしたい」とのお言葉をいただき、締めくくりました。

第2回地区内クラブ青少年奉仕委員長会議報告
地区青少年奉仕委員会　委員長　寺本善雄
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去る4月28日（金）に愛知カンツリー

倶楽部東山コースに於いて「ロータリー

財団 100 周年記念　ポリオ撲滅チャリ

ティーゴルフ大会」を開催いたしました。

大会では 145 名の登録を頂き当日は

133 名の参加となりました。

素晴らしい天候の中午前 8時ジャスト

に 4 ホール同時にショットガンにてス

タートしました。

4か所のショートホールをすべてチャ

リティーホールに設定し、参加ロータリアンの皆さんから 427,000 円という温かいチャリティー金が

集まりました。

そして 4番ショートホールでは名古屋南 RCの前年度ガバナー補佐である近藤雅夫君が見事ホール

インワンを達成されました。

栄えある優勝には名古屋大須 RCの岡田尚彦君がガバナー杯を、準優勝には名古屋南

RCの馬場研治君がガバナー補佐杯をそれぞれ獲得されました。

プレー終了後のパーティーではバンド演奏をお楽しみ頂き、深谷ガバナー補佐の挨拶、服部ガバ

ナーのご挨拶の後、深谷ガバナー補佐より今大会の寄付金 500,000 円の目録が、また服部ガバナーか

らチャリティーホールでの収益金 427,000 円、総額 927,000 円が中村地区ロータリー財団委員長に

贈呈されました。

成績発表の後、神野ガバナーエレクトより総評を頂き、最後にホストクラブである今大会の実行委

員長　芹澤よりお礼の挨拶のあと終了となりました。

クラブ活動報告

「第2760地区西名古屋分区ポリオ撲滅チャリティーゴルフ大会
ホストクラブ:名古屋みなとロータリークラブ

チャリティーゴルフ大会実行委員長　芹澤謙一
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豊橋北RC創立60周年記念式典・記念祝賀会
豊橋北RC　幹事　大石佳史

去る 2017 年 5月 14 日（日）にホテルアークリッシュ豊橋に

於いて、創立60周年記念式典・記念祝賀会を開催いたしました。

当日は RI 第 2760 地区より服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹

事をはじめ東三河分区 11 クラブの皆様、地元行政、会議所関

係の皆様にもご臨席を賜り、クラブ会員を含め総勢約 100 名で

クラブの還暦をお祝いしました。

当クラブはこれまで「時代の要請と地域の期待」に応えるべ

く「植樹」と「530 運動」という奉仕活動を 2本の柱に活動してまいりました。

60 周年を迎えるにあたり、次の 10 年を見据えた新たなる奉仕

活動の柱をこの記念式典で発表させていただきました。先輩諸兄

が創立 35 周年記念事業として創設されたクラブ独自の「クラブ米

山奨学金基金」制度の想いを受け継ぎ、60 周年記念事業の一つと

して地域で学ぶ留学生を支援する「豊橋北ロータリークラブ奨学

金基金（愛称：サンクス基金 Toyohashi North RC Scholarship）」

を立ち上げ、その目録を豊橋技術科学大学の井上光輝副学長に贈

呈しました。選ばれた 2名の奨学生に対し、奨学金を 2年間授与しながらお互いのことを理解して

いく時間を持ちます。それを 10 年間支援し続けます。さらに

奨学生を卒業したメンバーには「サンクス大使」として、この

地域と世界の懸け橋になっていただくよう常に私たちと情報共

有を図ってまいります。服部ガバナーからは「クラブの持続可

能性のある事業は国際ロータリーの重点施策でもあり敬意を表

します」とのお言葉もいただきました。

祝賀会ではアカペラグループ「パーマネントフィッシュ」に

よる歓迎の歌に始まり、始終

和やかに雰囲気の中で皆様と

の親睦を深め、佐藤元彦会員のハーモニカ演奏による「手に手つ

ないで」合唱で幕を閉じました。

当クラブの節目をこのようにお祝いしていただき、今後の力と

なる記念式典となりましたことを心より感謝申し上げます。

周年記念式典報告Ⅰ

パーマネントフィッシュによる歓迎の歌

記念事業目録贈呈

服部良男ガバナーによる来賓祝辞

佐藤元英会長による式辞
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財団室ＮＥＷＳ 年 月号

お知らせ

【表彰 締め切り迫る】
本年度も残すところ約 ヶ月となり、各種表彰の締め切りが近づいてきました。推

薦書の提出を予定している場合は、期日までにご提出ください。

月 日締め切り

 ロータリー財団功労表彰状 
 ロータリー財団特別功労賞 
 ロータリー学友世界奉仕賞 
 ロータリー最優秀学友会賞 
 会長賞 

表彰の詳細や、推薦書式についてはこちら 「各種賞・表彰」

【バーチャルリアリティでロータリー活動の影響を伝える】
ロータリーがグーグルと提携し、善意の活動が世界に与える影響を追体験できる

バーチャルリアリティ映像を制作しました。「ポリオ」と「平和」という つのテーマを

扱った 分間のバーチャルリアリティ映像は、見る人があたかもその場にいるような

感覚を与えます。この映像の初披露会が、アトランタで開かれるロータリー国際大

会中、 月 日に行われます。その後は、 月 日の「世界ポリオデー」に向けて

広く公開される予定です。 記事の続きはこちら

関連ページ

 ロータリー国際大会トップページ 

 国際大会でのイベントについて 

 ニュース「バーチャルリアリティ映像の体験」 
（チケット制行事です。）

※寄付者イベント「メジャードナーレセプション」のお申込みは、大変多くのご登録

をいただき、締め切りとなりました。

【皆さまのご寄付を最初から最後まで】
ロータリー財団は、財務の健全性と透明で明白な説明責任（アカウンタビリティ）を

積極的に推進してきた実績を、チャリティナビゲーターから認められ、 点満点と

いう誉れ高い評価を受けました。

ロータリー財団は、米国すべての州の慈善事業に対する独立評価で、 年連続で

つ星の評価を勝ち取っています。このような実績を達成している団体は国全体

でわずか１％ほどです。皆さまの貴重な投資が、今後何年間も最大限の影響力を

もって生かされるよう、最初から最後まで徹底した資金管理を行っています。

記事の続きはこちら

レート

月： ￥

月： ￥

寄付振込先 ：

三井住友銀行 赤羽支店

普通預金

名義：公益財団法人ロータリー日本財団

明細書送付先：

寄付送金明細書

送金明細書記入方法・寄付分類と認証

寄付者の認証

寄付状況

年 月末現在

年次基金

日本 ＄

世界 ＄

恒久基金

日本 ＄

世界 ＄

寄付総額 世界上位 ヶ国

年 月 日現在

アメリカ ＄

韓国 ＄

日本 ＄

日本の状況

冠名基金数 １

※地区、クラブが設立した冠名基金含む

会員数

目標（世界） 年度

・全体： 億ドル

・年次基金： 億 万ドル

・ポリオプラス基金（現金）： 万ドル

・ポリオプラス基金（ 他）： 万ドル

・恒久基金： 年までに 億 万ドル

・ロータリー平和センター大口寄付推進計画：

年 月 日までに、 億 万ドル

目標（日本）

・年次基金：一人当たり ドル

・ポリオプラス：一人当たり ドル

・恒久基金：各クラブでベネファクターま

たは遺贈友の会会員を 名増やす

寄付目標入力：

ロータリークラブ・セントラル

ＲＩ日本事務局

財 団 室
ＮＥＷＳ

年 月号
ロータリー親睦活動

月間

発行日
名古屋昭和RC創立25周年記念例会

名古屋昭和RC　会長　加藤　厚

2017 年 5 月 15 日、創立 25 周年式典及び祝宴を青木康

邦昭和区長並びに名古屋東ロータリークラブの関係諸兄

の方々出席のもと、名古屋東急ホテルにおいて開催いた

しました。1992 年 5 月 14 日に名古屋東ロータリークラ

ブの子クラブとして誕生して以来四半世紀、ここまで来

られたのも皆様の御支援の賜物であると厚く御礼申し上

げます。

記念事業として、

・ロータリー財団への 1万ドルの寄付

・昭和文化小劇場への子ども用クッションの寄贈

・昭和区役所への昭和区全体の航空写真パネルの寄贈

・桜花学園高校ＩＡＣ河合保昌顧問並びに同校バスケッ

　　トボール部井上眞一監督の功労表彰

・名古屋音楽大学大学院の大学院生、愛知県立芸術大学

　　の学生、名古屋市立菊里高等学校の生徒、計 3名の

　　方に対する音楽奨学金の授与を発表し、奨学金受賞

　　者には演奏を披露して頂きました。

祝宴では、ロータリー財団学友であられる佐藤惠子名

古屋音楽大学学長を始め教授・講師の方々の演奏・歌唱

を堪能し、引き続いて「手に手つないで」を伴奏して頂

いて、全員で合唱しお開きとなりました。

関わって頂いた全ての方々に心より感謝申し上げます。

周年記念式典報告Ⅱ

加藤 厚会長と音楽奨学金受賞者の皆さん創立25周年記念実行委員長　安藤鉦太郎

祝宴：ロータリー財団学友の名古屋音楽大学学長はじめ教授、講師の方々

会長　加藤　厚
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お知らせ

【表彰 締め切り迫る】
本年度も残すところ約 ヶ月となり、各種表彰の締め切りが近づいてきました。推

薦書の提出を予定している場合は、期日までにご提出ください。

月 日締め切り

 ロータリー財団功労表彰状 
 ロータリー財団特別功労賞 
 ロータリー学友世界奉仕賞 
 ロータリー最優秀学友会賞 
 会長賞 

表彰の詳細や、推薦書式についてはこちら 「各種賞・表彰」

【バーチャルリアリティでロータリー活動の影響を伝える】
ロータリーがグーグルと提携し、善意の活動が世界に与える影響を追体験できる

バーチャルリアリティ映像を制作しました。「ポリオ」と「平和」という つのテーマを

扱った 分間のバーチャルリアリティ映像は、見る人があたかもその場にいるような

感覚を与えます。この映像の初披露会が、アトランタで開かれるロータリー国際大

会中、 月 日に行われます。その後は、 月 日の「世界ポリオデー」に向けて

広く公開される予定です。 記事の続きはこちら

関連ページ

 ロータリー国際大会トップページ 

 国際大会でのイベントについて 

 ニュース「バーチャルリアリティ映像の体験」 
（チケット制行事です。）

※寄付者イベント「メジャードナーレセプション」のお申込みは、大変多くのご登録

をいただき、締め切りとなりました。

【皆さまのご寄付を最初から最後まで】
ロータリー財団は、財務の健全性と透明で明白な説明責任（アカウンタビリティ）を

積極的に推進してきた実績を、チャリティナビゲーターから認められ、 点満点と

いう誉れ高い評価を受けました。

ロータリー財団は、米国すべての州の慈善事業に対する独立評価で、 年連続で

つ星の評価を勝ち取っています。このような実績を達成している団体は国全体

でわずか１％ほどです。皆さまの貴重な投資が、今後何年間も最大限の影響力を

もって生かされるよう、最初から最後まで徹底した資金管理を行っています。

記事の続きはこちら

レート

月： ￥

月： ￥

寄付振込先 ：

三井住友銀行 赤羽支店

普通預金

名義：公益財団法人ロータリー日本財団

明細書送付先：

寄付送金明細書

送金明細書記入方法・寄付分類と認証

寄付者の認証

寄付状況

年 月末現在

年次基金

日本 ＄

世界 ＄

恒久基金

日本 ＄

世界 ＄

寄付総額 世界上位 ヶ国

年 月 日現在

アメリカ ＄

韓国 ＄

日本 ＄

日本の状況

冠名基金数 １

※地区、クラブが設立した冠名基金含む

会員数

目標（世界） 年度

・全体： 億ドル

・年次基金： 億 万ドル

・ポリオプラス基金（現金）： 万ドル

・ポリオプラス基金（ 他）： 万ドル

・恒久基金： 年までに 億 万ドル

・ロータリー平和センター大口寄付推進計画：

年 月 日までに、 億 万ドル

目標（日本）

・年次基金：一人当たり ドル

・ポリオプラス：一人当たり ドル

・恒久基金：各クラブでベネファクターま

たは遺贈友の会会員を 名増やす

寄付目標入力：

ロータリークラブ・セントラル

ＲＩ日本事務局

財 団 室
ＮＥＷＳ

年 月号
ロータリー親睦活動

月間

発行日
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【 年度コーディネーター及びアドバイザー等】
ゾーン 役職 名前 メールアドレス

池田 德博

佐原 元

酒井 正人

鈴木 秀憲

竹腰 兼壽

相澤 光春

田中 正規

渡辺 治夫

村上 有司

大室 㒞

若林 紀男

横山 守雄

P•MGI 金杉 誠

WAS•MGI 丸尾 研一

ロータリー平和センター・
ホストエリアコーディネーター 辰野 克彦

インターナショナル・ポリオプラス委員 小沢 一彦

理事 斎藤 直美

理事 石黒 慶一

ロータリー財団 管理委員 北 清治

【 年度 ゾーンチーム】
ゾーン 役職 名前 地区 担当地区 メールアドレス

羽部 大仁

笹氣 光祚

佐藤 衛

山本 和則

山崎 淳一

鈴木 義明

服部 良男

田中 賢三

坂本 俊雄

溝畑 正信

佐藤 芳郎

岡村 泰岳

松本 祐二

役職と略語
ロータリー財団地域コーディネーター

恒久基金 大口寄付アドバイザー

ロータリーコーディネーター

ロータリー公共イメージコーディネーター

P•MGI 平和のための大口寄付推進計画委員会

WAS•MGI 水と衛生のための大口寄付推進計画委員会

ロータリー財団地域コーディネーター補佐

ポリオ撲滅ゾーンコーディネーター

財団室ＮＥＷＳ 年 月号

【 年度 恒久基金 大口寄付研修セミナー報告】

第三ゾーン 恒久基金 大口寄付アドバイザー 大室 㒞 

米国エバンストンのワン・ロータリー・センタ

ーで、 月 日、 日に次期と 年目の恒久基

金 大口寄付アドバイザー（ ）およそ

名（ 名中現 年目除く）で、 日間の集中講

義を受けた。

前日 日にはレセプションが、多くの シニ

アリーダーの参加で開催されたが、佐原 元

第一ゾーン恒久基金 大口寄付アドバイザー

を含む私達 年目 数人は昨年 月以来の再開を喜びあった。

まず、 日の開会本会議では、ジョン ジャーム 会長の歓迎の挨拶があり、今

回の研修では交流を深め、アイディアを交換し、大いに学ぶことを強調され、「ロー

タリー財団はロータリーの血液であり、 はその血液の一部である」という言葉

が印象的であった。

討論セッションでは、大口寄付の大切さを学ぶと共に、いかに多くの会員に大口

寄付に関心を持って頂き、寄付活動に参加頂ける様お願いするかについて 数人

のグループで討論しアイディアを分かち合った。

私の 年を振り返ると、私の地区を除く残り 地区では、殆ど活動していないのが

現状である。これは、財団の推奨する各地区恒久基金 大口寄付小委員会と連携

を持たなかったからである。

次年度には、この各地区の小委員会と が密に連携を持ち、成果を上げる様

に活動したい。そのためには地区財団委員会のご協力をお願いしたいと思っている。

今回のセミナーでは、世界各国の事務局の方も参加された。日本事務局からは、

清水 優季財団室長が参加され、机を共にして学んだが、多くの貴重な助言を戴け

たことは大変ありがたかった。

閉会本会議では、実行項目につきロン バートン次々年度財団管理委員長が熱

く語られ、ブリン・スタイルズ次年度恒久基金 大口寄付研修セミナーモデレーター

が「入りて学び、出でて奉仕せよ」の言葉で締められた。

※ 年度の恒久基金 大口寄付アドバイザーは、 ページ目をご参照ください。

リソース

＜ ＞

利用にあたってのリソース

「 」アカウント登録方法

ブランドリソースセンター

ロータリーの日本語フェイスブック

ブログ

財務報告

組織規定

管理委員会の決定

ロータリー財団 周年 認証状テン

プレート

＜資料＞

年度年次報告

年度年次報告

年携帯用カード

ロータリー財団参照ガイド

地区ロータリー財団委員会要覧

地区ロータリー財団セミナーの手引（ ）

寄付・認証 ロータリークラブの手引き

ウェビナー「クラブのためのよくわかる寄

付と認証」

＜寄付に関するレポート＞

から

にログインし、役職に応じてデー

タを閲覧できます。

クラブと地区の運営

 ポリオプラスに関するレポート
 クラブ認証概要レポート（ ）

 月次寄付レポート（ ）

 寄付者履歴レポート
 バナーレポート
 メジャードナー アーチ クランフ・ソ

サエティ 遺贈友の会レポートなど

年度

年次基金寄付ゼロクラブ状況

クラブ
年 月 日現在、 地区中、年次基金

へ寄付をしていないクラブ数です。
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